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令和６年度 共創・MaaSモデル実証プロジェクト 

（モビリティ人材育成事業）について 

 

 地域公共交通は、国民生活や社会経済活動を支える社会基盤である一方、人口減少や少子化、マ

イカー利用の普及やライフスタイルの変化等による長期的な需要減により、その持続可能性の確保

が課題となっています。 

このような状況を踏まえ、地域の多様な関係者の「共創」（連携・協働）により、地域公共交通

ネットワークの「リ・デザイン」（再構築）を進め、利便性・生産性・持続可能性を高めることが

必要です。 

本事業は、こうした「共創」の取組に対し、その萌芽となる実証事業に対する補助で、地域が主

体的に、実情に応じた交通ネットワークを検討し実施するためには、交通のみならず都市・地域経

営の視点からも地域全体をコーディネートできる人材の育成を図ることが不可欠であり、そうした

人材育成を行う事業について支援し、地域公共交通の持続可能性を高めていくことを目的としてい

ます。 

 

【事業概要】 

名  称：木津川地域モビリティプロデューサー育成事業 

事業主体：一般社団法人京都スマートシティ推進協議会 

内  容：けいはんな学研都市である城山台では、2015年から運行している木津城山台線が、 

昨年度路線廃止の提案を受けており、今後の地域交通インフラの維持に向け、 

住民ワークショップにより、人材育成と共に新たなモビリティサービス導入等の 

検討を行う。 

 


